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鹿児島大学シニア短期留学生の「かごしま見聞録その１」

第 1回鹿児島大学シニア短期留学生　宮城　宏

＊年表

2003. 4 奈良高等学校通信課程入学

2006. 9~2007. 3　編集・ライター養成講座入学

2006.11~12　鹿児島大学シニア短期留学

2007. 3 奈良高等学校通信課程卒業

2007. 4 鹿児島大学水産学部科目等履修生入学

2009. 3 鹿児島大学水産学部終了

2007. 4 鹿児島大学公開授業受講開始

2009. 9 鹿児島大学公開授業受講中止

2007. 9 文学サークル入会

2008. 4 登山クラブ入会

2008. 4 放送大学入学

2009. 4 大阪文学学校入学

 第 1次漁村探訪開始

2009. 7 合気道入門

2010. 6 陸上競技サークル入会

2010.10 食道癌手術

2011. 3 退院

2011. 3 第 2 次漁村探訪開始

１．はじめに　
若い頃水産輸送に携わり全国を駆けていました。「海に

関わる人々は今どんな暮らしをしているのか知りたい」「最

期までには『海の民』の物語も書きたい」。その工程は鹿

児島大学水産学部に留学したいという決意から始まりまし

た。

60代後半を迎えての留学の地，鹿児島は，そのひろい

舞台のあちこちに私の好奇心をわかせる土地でもありまし

た。2006年 11月に参加した「シニア短期留学」に触発さ

れた身には，多種多様な対象が目に映ります。それは官や

民，NPO等数多くの組織や団体による企画，運営でした。

私の気持ちはあちらこちらに飛び，好奇心は散漫となりま

す。しかしそれは，私の目標を支えるひろい裾野にも見え

たのでした。以来五年，恵まれた環境にありました。しか

し対象を捉えて自分のものにする力，未だあらずいぜん志

半ばなのです。

以下の報告は，2006年に奈良から来た 65歳の老年男子

が鹿児島大学シニア短期留学に参加した「動機と実際」水

産学部科目等履修生として得た「経験」鹿児島滞在での「実

践と考えたこと」など，2011年現在に思うことについて記

した「かごしま見聞録」の一端であります。

２．逃がしたものを取り戻す　
－ 鹿児島大学シニア短期留学 －

背景

これまで家族を養うために，心ならずも多くの仕事に従

事してきました。それ故，多くの悔いも残した人生でした。

特に30代からは家族の成長もあり生活に追われる一方，「逃

したもの」を取り戻そうとしていました。しかしその多く

は，条件が無かったり勘違いであったなどで，徒労に終わっ

たのでした。

知見が乏しいが故の失敗であり，屈辱でありました。知

見が乏しいが故の選択や徒労も多く，その多くは地域活動

に携わる中に現れます。心が壊れそうなこともあった活動

を長く続けたのは「継続は力」にすがったからです。しかし，

結果として積み重ねたものは少ないものでした。やはり若

いときにどれだけ長く勉学を積んだかという，学習
4 4

歴の問

題につきあたります。

一方 60 歳を目前にして市議会議員選挙に候補者として

推されます。期待に応えなければと思うものの，躊躇し辞

退なければならなったのは自分自身への自信のなさからで

す。無念でした。

「このままでは死ねない」それ以降の私のキーワードと

なったのです。ですが私の中の積み重ねは乏しい。いつも

機会を逃してばかりでは情けない。また何か新しく機会は

巡ってくるはずだ，その時のために自分の力を少しでもつ

けておきたい，と言う強い気持ちが募ってきたのでした。

動機

私が 65才になる，通信制高校の 4 年次のことです。「海
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洋社会」を学ぶために，鹿児島大学水産学部「科目等履修生」

を志望しました。しかし，募集要項を元にした電話問い合

わせではなかなか扉が開かず思いあぐねていました。

そんなある日鹿児島大学の HP に「シニア短期留学」の

募集を見たのです。水産学部の扉を開く何かきっかけが見

つかればと思い，応募したのでした。私にはその留学費用

が相当に高価で「清水の舞台から飛び降り」なければなり

ませんでした。そして飛び降りたのです。

国立大学法人鹿児島大学第 1回シニア短期留学のパンフレットより抜粋

１．プログラムの構成と狙い　（担当：鹿児島大学生涯学習教育研究センター）

2008年の NHK大河ドラマに決定した「篤姫」。　その篤姫（あつひめ）が生まれ育った鹿児島には全国に誇る特産

品や伝統産業が数多くあります。

これらの特産品はいつ頃，どのようにして生まれたのでしょうか？　鹿児島の専門家といっしょにそれらのルーツを

�Qりながら，特産品の裏に隠された〈日本の近代化〉という壮大なドラマを掘り起こします。

また，鹿児島の自然特性を桜島火山，黒潮，植生，と段階的に追いながら，これらの自然条件を礎に豊かな文化が育

まれたきたことを発見する旅に出ます。

総合大学としての鹿児島大学の持つ知的財産をわかりやすく参加者に伝え，地元で活躍する NPO法人の若者の案内

で，鹿児島各地を訪れます。2週間のすべての行程をおえたとき，はじめて鹿児島の全体像が浮かび上がるはずです。

２．シニア短期留学の概要

（１）開催期間：2006年 11月 26日（日）～ 12月 9日（土）　14日間

（２）受講時間：11月 27日（月）～ 12月 8日（金）　

　　　　　　　　平日 10日間，午前中に 2講義　計 20講義

（３）受講科目

　１）鹿児島大学特別講座

　　　①鹿児島の歴史文化を学ぶ

　　　②鹿児島の伝統産業や食文化のルーツを�Qる

　　　③鹿児島の豊かな自然と人間の共生を理解，など

　　　④座談会形式でまとめや補足説明を受ける

　　　＊鹿児島大学各学部教授陣による特徴ある授業。

　　　＊教室での授業や巡検（現地研修）を予定。

　２）学生向け講座の受講

　　　1，2回生向け「鹿児島探訪」講座を一般学生と共に受講

（４）アクティビティ

　　NPO法人「かごしま探検の会」の協力を得て，講義に合せた

　　体験・交流型のアクティビティを用意。

（５）週末プログラム：　霧島温泉郷に泊まり，鹿児島ならではの見学・体験・

　　交流ツアーをご案内する予定。（別料金）。

（６）参加募集，資格

　　年令：50歳以上の男女　30人，最少催行人員：　20人
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実際

しかし，「清水の舞台の下」の「シニア短期留学」のカ

リキュラムは魅力十分でした。今までの自分は，準備をし

て「現場に現れ」るものを待つ感じでしたが「仮説を立て

て現場で検証」するこの学びの方法もあることを知りまし

た。また歴史，地勢，気候，地場産業などの講義は私の求

めているものに隣接していました。次の機会にはより深い

学習を得たいと思わせます。

講義に魅せられていた私は，本来の目的を忘れかけてい

ました。「シニア短期留学」も終盤を迎えていたころ，教

授から，水産学部の教授とアポイントメントが取れたので

受講を休んで会うようにと指示されます。

「シニア短期留学」の教授陣のご尽力により水産学部の

教授と会えることになったのです。同席していただいた「シ

ニア短期留学」の教授の力強い支援を頂きました。そうし

て高いハードルを超えることができたのでした。あの重く

て堅い扉は開いたのです。

３．一抹の不安と心躍らせ教室へ　
－ 鹿児島大学水産学部科目等履修生 －

「シニア短期留学」教授陣のご尽力，水産学部教授陣の

寛大な受け入れを頂き扉は開きました。しかしなお事務手

続きのハードルは高く，学部副部長教授の英断を頂き水産

学部科目等履修生となれたのです。

学部では海洋社会を指向し漁村の社会的役割や，水産経

済を中心に学ぶことになります。あわせて思考法・学習法

も学べました。新しい知識の習得は困難を伴いましたが，

心躍る日々でした。
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（１）なぜ水産学部？

はじめに記したように，水産物輸送で全国を駆けたこと

が郷愁になっています。これまでの人生の中で唯一と言っ

ても良い獲得と達成感を得た「自信の時代」といっても良

いかもしれません。もう「一番競り，二番競り」と行った

“おっかけ（特急便）”は無くなっていました。しかしそれ

が廃止されてからまだ間がなく，鮮魚を積めば運転手の体

は普通に“おっかけ”状態になっていました。従ってその

運行は厳しく一般道路，高速道路，市場内を問わず，力業

や離れ業は常でありました。体力も技術も高度なものを一

人ひとりが培ちかいその「社力」は，自他共に認めるもの

でした。家族を養うために長く不本意で自信のない仕事に

就かざるを得なかった者にとって，唯一の自信にあふれ誇

りを持てた時代であったのです。「このままでは死ねない」

者にとってそこへの回帰は必然であったのかもしれませ

ん。若者へ自信を与えてくれた漁民。そこに故郷を見たの

です。

（２）何を学んだ？

実学でした。教科書は，法律や制度政策で漁業白書は

主要な学習対象でした。以下，私が学べたことを列記し

ます。

　・漁民社会は，この半世紀大きな変化を見せた。沿岸漁

場の衰退，漁場の国際化，魚食の世界化，養殖の発展，

流通の変化，国民の魚食離れ等によってその変化が起

こされたと見られる。

　・漁民社会の社会的役割について学ぶ。水産経済の大き

な変化と国民の魚離れに対して養殖漁業は加工と輸出

に活路を求めている。一方釣り・網漁業等漁業一般は，

大規模小売店による定形定量を求められて，消費され

ない水産物も生み出している。それらは公設市場流通

の衰退も生み出しているが，傍観していて良いのだろ

うか？　沿岸漁業の回復のために，栽培漁業に力を入

れている。しかし環境の悪化であろうか稚魚が育たな

い。護岸のあり方や海砂採取，山林の荒廃や土地改良

等の影響が強く懸念されている。

　・海の領有化と魚食が国際的な広がりを見せて，水産資

源争奪の激化になって現れている。いま沿岸漁業の再

生が求められているのではないだろうか？

　・食料の地産地消の推進と安全，漁業を基幹産業としての
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位置づけが必要なのではないのだろうか？　国の予算を

何の目的で何処へどんな配分をするのかが問われている。

　・魚食推進には，外国食の攻勢に有効な対策をとること。

たゆみなき広報と食育の活動，徹底した骨なし切り身

と魅力的な料理の創造・加工品開発等が挙げられてい

る。

　・公有水面の埋め立や規制，施設立地の影響に漁民への

漁業補償が行われるが，食料も公有水面も国民のもの

である。ゆえに国民の食料損失補償も行われるべきで

はないのか？　漁業補償だけで済むことではない。さ

らに，漁業補償は食料生産の社会的使命の面でゆがみ

を生んでいる。たとえば，補償金の 1人当たり金額が

少なくなる対象組合員の増加につながる漁業組合の再

編に加わらない（再編の是非は別にして）。食糧供給

の役割を放棄して既得権益のみ守ろうとする生産活動

をしない組合員も生み出している。

（３）大変だったこと

思い描いていたものとはいささか違っていました。場

は与えられているのに立ちすくむだけで何も出来なかっ

たことが悔やまれます。その理由を改めて振り返ってみ

ると，以下の点があげられるように思います。

　・ゼミが受講できなかった。邪魔になるか？と忖度して

しまって受講申し込みを断念した。

　・年齢差の大きさからくる慣れない環境に日々胃の痛む

思いであった。

　・先生がたからの差し伸べられる手に応えられず，大学

の機能も活用しきれなかった。

　・大学生の自覚を持つのが難しかった。

（４）公開授業受講生として二足のわらじ

水産学部に学ぶ傍ら，大学生としての教養，専門学を

支える周辺の学問を学ぶために「生涯学習教育研究セン

ター」が行う公開授業を活用した。公開授業は多彩で魅

力ある教科が目白押しでうれしい気持ちになります。水

産学部科目履修生としては，水産科目の公開も増やして

もらえたらとこころ思いしたものです。

鹿児島大学公開授業を受講するさい，海洋社会につな

がる全ての科目，表現することにつながる科目を重点に

受講を重ねました。水産生物学，干潟の生物学，水圏生

態学など公開授業で受講できたことは資金面で大いに助

かりました。

また，言語表現論，教科外活動論など，伝達能力と

フィールドワークによる問題の発見と解決の力を学ぶこ

とができました。そのことは後の学習意欲を高めたこと

になります。さらに，歴史と離島関係の受講はその後の

学習方向に大きく影響を与えることになりました。

４．その他の鹿児島における学びの場面
－ 沸き立つ生涯学習舞台鹿児島 －

鹿児島滞在でやったこと・考えたこと

科目等履修生時代を 2年間経験したのちも，「漁村や浦」

の歴史も知りたい，という思いがありました。又妻も「文

化工芸村」の生涯学習に身を委ねていた関係で，そのまま
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鹿児島に残ることにしました。その間，次のようなことを

考えていました。

最期まで生き生きした暮らしを支える意味で，鹿児島の

生涯学習の動きは，「学習の社会化」を呼んでいるのでは

ないでしようか。運動系，文系，事業系，レクリエーショ

ン系などあるいはその周辺も含めたグラデーション模様の

多種多様な事業が見られます。教育機関，行政機関，民営

にとどまらず，研究者の会，サークル，NPO，個人等様々

な形の活動が，あちらこちらで沸き立つようにです。

それを支える重要な要素として，教室や会場，運動場・

道場などが必要ですが，鹿児島にはそれがあります。それ

は公民館・福祉館に始まり体育館やアリーナ，武道館，プー

ル，文学館，工芸村，多目的の集会施設などと多岐にわた

りかつ多所に立地しています。

生涯学習は，社会の中に適当なハードとソフトを必要と

します。それはどういう姿が望まれるのか？　鹿児島は一

つの回答を見せているのかもしれません。

（１）昔の漁民はどんな暮らしをしていたのだろうか？

�Ä�§�å�»�a�¤�í�a�{�Ó�w�Y	!�Z�^�À�x�|�¨�±�›�–�l�o
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生涯学習環境の中で私は数多くの出会いをしています。

その中のひとつに原口教授の講義に出てくる「七島衆」が

あります。淺学ですが，七島衆は資本家集団の側面も持っ

ていたように感じました。船や傭人を持ち，商いをし，資

本を貸し付ける。島の耕作地はないに等しい。消費地には

遠い離島の漁業。その彼ら彼女らは家族を養うためにどん

な生き方をしたのだろうか？　そこに関心が向いていく中

で，大学や黎明館，輝津館の企画に目がとまりました。そう，

今関心があるのは，耕作地が十分ではない，消費地が遠い

離島の人々は昔どんな暮らしをしていたのか？　にありま

す。

（２）各所の旺盛な地域活動の一端に触れたこと

さつま町のグリーンツーリズム，�õ島の体験漁業，南さ

つま市ブルーツーリズム，南大隅の渚トレッキングなどに

参加しました。小さな町や村が自己確立のために奮闘して

いる姿はそのまま生涯学習のテ－マの一つを提供している

と感じたものです。

こうした「官」による「照葉樹の森管理事務所」「霧島

自然ふれあいセンター」「霧島ジオパーク推進連絡協議会」

など自然の中での人の育みと自然保護の事業。また「くす

の木自然館」「かごしま探検の会」などのはよく知られて

いますが，そうした NPO 法人は「霧島連山登山クラブ・

ボランティアレンジャーの会」「SCC」など数多くあります。

それら「官」「民」の展開する活動は「自然と人間の関係」

「人間と社会の関係」「先進技術の普遍化」など，取り組む

内容も多種多様です。たとえば情報系などの分野では，と

かく時代の先端に疎遠になりがちな，家事に携わる女性や

職場から離れた年配者に貴重な支援と機会を提供していま

す。また「社会人スポーツ」のレベルを持つ「NPO 法人

SCC」は小学生から，超 70歳の会員を擁して週 3回陸上

競技場を主場にして陸上競技の研鑽を積んでいます。ジュ

ニアのアジア大会出場者，日本のマスターズ記録保持者も

おられる，幅広い年齢層を持ち入会は初心者からながらレ
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６．今思うこと　－ 総括 －

海洋民の社会を学ぶ目的の「鹿児島遊学」でありました。

当初の学習イメージとは少し異なりますが，多くの学習機

会に恵まれした。ただ依然分析する力，総合する力つまり

学習する力がに未熟です。そのために，今までと同様せっ

ベルの高さも併せ持つスポーツサークルです。

黎明館，輝津館や長島町など各地の「歴史民俗資料館」

研究会やサークルなどは研究会や学習企画，発表と盛んに

行われています。ここのところ，中近世の海上交通や交易

などについての研究発表や展示，講座や講演が数多くなさ

れて，私にとってとても魅力的な企画が続いています。

施設も利用しやすく，個人団体を問わずによく利用され

ています。鹿児島は「尚武の国」にふさわしく武道がとて

も盛んです。私も年齢を考えて，転んで骨折して寝たきり

にならないようにと，受け身を習得しようと思い立ち，合

気道を選びました。調べてみると町中に数多くの道場があ

り自前の道場を持っているところや民間施設もあります

が，公共の武道館も多くその場を提供しています。嬉しい

ことに貸し切り利用ではなく，一人でも使える共用パター

ンがあることです。使用料も安く誰でも使える，使いやす

さが嬉しい。

かくの機会を貧しいものにしかつ，多くの機会を逃した感

じが強いのです。しかし，限られた資金と時間の中であり

ますが，たくさんの事に触れることができました。今後，

それらを分析総合して海洋民の社会のひとつを自分の目に

映すことができればいいなと思っています。
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今は「昔の海の民」はどんな暮らしをしていたのかにも

関心が向いています。それには，歴史にも地理にも気象に

も政治経済にも文化にも触れていかなければと気持ちを新

たにしているところです。

食道癌の手術と 6ヶ月の入院。人生最大のイベントであ

りました。現在自分に残された時間は不明です。きわめて

少ない時間であることは間違いないことです。終わりはど

んな姿でいるのか。つまりそれまでどう生きるかですが，

少なくとも多くの方々の好意に応えようとする姿勢だけは

持ちたいと思っています。

近く奈良に帰ることになります。最期まで「漁民社会」

に関わる勉学を続けよう，と思いを新たにしているところ

です。また，奈良に戻ってから，もう一度この「鹿児島遊学」

について考える機会をもちたいと思っています。そのよう

な願いを込めて，本稿のタイトルを「かごしま見聞録その 1」

にした次第であります。

またレポート提出を断念するところ，拙い文につきあっ

て頂き叱咤激励を頂いて提出できました。小栗先生に深く

感謝いたします。


